
事　　　業　　　概　　　要

○ 自転車マナーアップ事業

1,042
○ 安全・安心まちづくり推進事業

918
◎ 地域防災活動支援事業

301
○ 川崎区放置自転車等対策事
業

☆ 294,751

◎ ほほえみ元気体操

535

○ 男性の育児参加促進事業

　 524

◎ 川崎区エコプロジェクト事業

1,493
臨海地区道路不法投棄対策
事業

☆ 2,199

区のイメージアップ事業

1,497
○ 地域資源を活かしたまちづくり
事業

7,298
「音楽のまち・かわさき」推進事
業

3,129
○ 企業市民交流事業

4,681
◎ スポーツコミュニティ施策推進
事業

1,244

◎ いきいきかわさき区提案事業

2,055
◎ シニアパワー事業

213

川崎球場でアメリカンフットボール（アメフット）の試合が盛んに行われていること
から、アメフットを区の魅力として周知する。市民祭りでアメフットのイベントを実
施するとともに、アサヒビールシルバースターとの協力体制を整える。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

環境意識啓発のため、区民団体を対象に家庭で取り組めるエコを紹介する環
境出前講座や、町内会や商店街で打ち水を実施する。環境対策に先進的な企
業の見学や区民団体による環境講座を実施する。
地域、企業、警察との連携を強化し、不法投棄をさせない環境づくりを推進す
る。また、パトロール、キャンペーンなどの不法投棄防止対策の推進、不法投棄
常習箇所への防御フェンス設置などを実施する。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

自転車放置禁止の啓発のため、街頭キャンペーンや「交通安全子ども自転車
大会」などを実施する。放置自転車の夜間、土･日撤去に合わせて、路上喫煙
禁止・放置自転車禁止ステッカーのデザインを更新し、反射素材で作成する。

鉄道駅周辺に駐輪場を整備するほか、市民ボランティアなどによる自転車利用
マナー啓発などの取組を推進する。

中央、大師、田島の各町内会を対象に防災に関する施設として東扇島東公園
の視察や防災講演会を開催し、区民の防災意識の向上を図り、地域の防災力
を強化する。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

13　各区の主な取組（協働推進事業費および区の課題解決に向けた取組の予算）

「インタラクティブかわさきネットワーク」の活動を推進し、企業市民と生活市民の
交流や企業の社会貢献活動の促進を図る。平成２１年度は、新たに企業のCSR
に関する取組の企画を立案する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

父親をはじめとした男性の育児参加を促進するため、市立保育園や地域子育
て支援センターで土曜日に「パパもいっしょに！ジョイフルサタデー」を開催す
る。開催回数を増やすとともに、新たに民間保育園でも開催する。

区民と区役所の協働で作成した「ほほえみ元気体操」の普及を図る。リーフレッ
ト、伴奏曲を収録したカセットテープやＣＤを作成し、区民団体や関係機関に配
布し、地域の縁側や老人いこいの家などで実施する。

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）

川崎区をいつでも音楽が聞こえるまちにすることを目的として「いつでも誰でも
コンサート」を実施する。加えて、区民が多様な文化に触れる機会を創出する。

「川崎区安全・安心まちづくり推進協議会」を中心に防犯・防火・交通安全の総
合的対策を推進する。仮称川崎駅東口環境浄化委員会を設置し、商店街、警
察などと川崎駅東口のパトロールを実施し、安全・安心なまちづくりを進める。

事　　　　　業　　　　　名
Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

地域課題解決の担い手が不足していることから、シニア世代の地域活動参加を
促進するきっかけづくりを目的に、さまざまな団体の活動紹介や地域を知るため
の講演会や施設見学を実施する。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

川崎区役所が設定した地域課題に関するテーマに対して、その解決に向けた
事業提案を募集する。提案された事業は審査の上、提案した区民団体と協働
で実施する。

シャッター浮世絵の設置など東海道川崎宿を活かした地域活性化事業を推進
し、これまでの事業の検証を行い、市民団体「東海道川崎宿２０２３」とともに今
後の事業展開のための方策を調査、企画する。

スポーツによる地域の活性化を目的に、子どもから高齢者まで年齢、性別、体
力に関係なく気軽に参加できるコミュニケーションスポーツとしてカローリングの
普及を促進する。

●放置自転車、自転車関係交通事故の多発などの課題に対応するため、駐輪場の整備のほか、
　 放置自転車の撤去、自転車マナーの啓発などに区民と協働で取り組みます。
●川崎駅東口ではみ出し陳列、強引な客引きなどが増加していますので、町内会や商店街、警
　 察などと協力してパトロールを実施します。
●旧東海道川崎宿や川崎大師、河港水門などの歴史・産業文化財が多くありますので地域資源
 　を活かした魅力ある地域づくりに取り組みます。
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事　　　業　　　概　　　要

地域防災活動の推進事業

1,203
○ 安全・安心まちづくり普及啓発
事業

1,505

○ 健康長寿推進モデル事業

580
◎ ひとり暮らし高齢者ハンドブック
発行事業

767
◎ 幸区精神保健福祉ガイドブック
発行事業

1,800

○ 総合的な子ども支援事業

　 5,368
◎ おこさまっぷさいわい発行事業

3,004

◎ さいわいはじめようエコ事業

372
◎ 地域の街なみ・緑化推進事業

☆ 8,200

さいわいものづくり体験事業

2,383

◎ 地域の魅力発信事業

☆ 9,692
音楽のまち推進事業

3,534
◎ 幸アーカイブ（地域の記憶を残
す)事業

964

地域資源を活かしたまちづくり
事業

966
○ 幸区提案型協働推進事業

2,613

避難所運営会議や防災ネットワーク連絡会議の活動などへの支援を進め、地
域の防災力を高める。

地域で発生する犯罪を防止するため、街頭キャンペーンや防犯教室の実施、
ホームページの作成など、市民や地域団体、警察などとの連携による取組を推
進する。

事　　　　　業　　　　　名

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                 （単位：千円）

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

地域の課題解決に向け、区内の活動団体などから事業計画を募集し、参加と
協働によるまちづくりを推進する。

区役所でのロビーコンサートなど、身近な場所でより多くの人に音楽に親しんで
もらう機会を設けて、音楽のまちづくりを推進する。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

幸区の郷土記憶（区内の過去の写真・映像等）を収集・記録・整理し、それらを
展示等により公開することで、地域への愛着心の醸成を図る。

心の健康への関心を高めるため、心の疾患、精神保健福祉に関する相談窓
口・制度・サービス、区内の施設・団体等をわかりやすくまとめたガイドブックを
改訂し発行する。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

地域資源である加瀬山や夢見ヶ崎動物公園の魅力を区民に発信し地域に愛
着を感じてもらうため、案内サインの設置・改良を図り、公共交通機関を利用し
たアクセスを向上させる。

自然・環境・歴史・文化等の様々な分野で活動している地域の団体がネットワー
クをつくり、地域資源を活かしたエコツアーや交流イベント、ワークショップなど
を実施する。

子育て家庭の育児不安を解消し、地域全体で子育てを支援する環境づくりを
進めるため、交流の場の提供や情報の発信、子育て支援講座の充実を図るとと
もに、父親の育児参加を支援する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

地域とのつながりを持ちながら、高齢者がいきいきとした生活を送ることができる
地域主体の健康づくり活動を推進する。

ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯を対象に、地域での生活を支える事業
やネットワークを掲載した冊子を発行し、いつまでも安心して日常生活を営むた
めに必要な情報を提供する。

地域の中で子育て家庭が孤立することなく、安心して子育てができるよう、地域
の子育て情報を掲載した冊子「おこさまっぷさいわい」を改訂し発行する。

区内のものづくり関連施設や科学技術関係機関と連携して、ものづくりや科学
技術を体験的に学べる場を提供する。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

ごみ減量、リサイクル、地球温暖化対策など、環境に配慮した行動をできること
から始めようと呼びかけ、地域から取組を進める。

川崎駅西口周辺の変電所に隣接する柳町地内の公共空間について、緑化整
備を行うことにより、周辺の景観と調和し緑を活かした環境づくりを推進する。

Ⅴ　活力にあふれ躍動するまちづくり

●幸区では、主に鉄道駅周辺を中心に拠点整備や、工場跡地などの大規模な土地利用転換な
   どが進み、まちの様相が大きく変化してきています。
●一方では、核家族化の進行や生活様式の変化、大規模な集合住宅の建設による新たな住民
   の増加などにより、地域における区民のつながりにも変化が見られます。特に、町内会・自治
   会への加入率低下や近隣関係の希薄化などの影響による地域の防災力の低下のおそれ、
   子育てに悩む若い世代の不安などへの対応が求められています。
●このようなことを踏まえ、災害に強いまちづくり、地域での子育てを支援する環境づくり、高齢
   者を共に支えあう地域づくり、地域資源を生かした取組や地域の活動の支援など、区民の
   参加と協働による課題解決に向けた取組を推進していきます。
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事　　　業　　　概　　　要

◎ 防災ネットワークエリアマップ作
成事業

1,313
安全で快適な歩行空間の再整
備事業

☆ 20,000

○ 橋わたしによる地域福祉の活
性化事業

3,158
脳・体はつらつ倶楽部事業

318

中原区子育て支援推進事業

　 2,100
○ 中原区子育て・子ども支援ネッ
トワーク事業

　 3,480

○ 中原区ＳＴＯＰ！ヒートアイラン
ド事業

2,725
○ 「区民の手で花いっぱい中原」
事業

2,152

○ 中原区音楽ライブ「インユニ
ティ」開催事業

1,800
スポーツ（アメフット等）を通した
地域活性化推進事業

☆ 1,811
◎ 小杉駅周辺再開発地区まちづ
くり推進事業

☆ 6,389

○ 中原区市民提案型事業

2,623
○ 区民活動支援事業

2,502
○ 商店街と連携した地域のまち
づくり推進事業

☆ 1,200

管内水路に架けられた歩行可能なコンクリート蓋が老朽化していることから、安
全で快適に歩行できるよう再整備する。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

区内中小企業等への健康づくりや福祉施策の普及啓発のためのまちなか講座
の実施、ワークショップや地域福祉講座の開催、高齢者向けホームページの開
設などにより、支え合える地域づくりの橋わたしを行う。

認知症予防プログラムや介護予防学習会を中心としたプログラムを実施する。
また、活動を支援するボランティア育成のための学習会を開催し、教室終了後
も継続した活動が行えるよう自主グループ化を目指し、支援を行う。

事　　　　　業　　　　　名

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）　

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

災害時要援護者避難支援制度への取組支援として、要援護者情報等を書き込
める地図を作成し、町内会、自主防災組織等の平常時及び緊急時の活動に役
立てる。

商店街を地域の情報交換や交流機能等地域コミュニティの場として活用するた
めのモデル事業を実施して地域の活性化に向けた取組を支援する。

フラッグフットボール講習会、アメリカンフットボール啓発事業等を通して、区民
交流、地域の活性化を図る。

小杉駅周辺再開発地区におけるＪＲ横須賀線武蔵小杉新駅の完成などを契機
として地域や住民間交流を促す事業を実施する。また、新駅駅前広場に新た
に整備される新駐輪場への適切な誘導や放置自転車禁止を呼びかける広報・
周知事業を実施する。

区民交流センターを核とした交流の場作りとしての交流イベントの実施や登録
団体間の連絡会などの立ち上げにより市民活動支援を行う。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

地域で開催している「子育てサロン」への支援を行うなど、子育てに不安を抱え
る母親に対し、親子の仲間づくりや居場所づくり等地域の中での子育て支援を
行う。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

地域社会の抱える課題の解決を目的に、解決すべき課題とその課題の解決に
取り組む団体を公募選定し、事業を実施する。

子育てネットワーク・子ども支援ネットワーク会議、マタニティ＆ファミリーコン
サートを開催し、子育てネットワーク通信を発行する。また、各団体等の交流を
図るため子ども未来フェスタを開催する。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

環境への取組への協力呼びかけや環境に対する区民意識の向上のため、緑
のカーテン事業、打ち水大作戦、環境ミーティング、バスツアーなどを実施す
る。
花クラブ実行委員会による公共用地への植栽のほか、「中原・花ふれあいフェ
スタ開催事業」「区役所敷地内親子植栽事業」の実施を通して、区民が憩う場
所づくりを進め、潤いのあるまちづくりを進める。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

公募による区民がスタッフとして、予選会を兼ねた「NAKAHARA MUSIC FES」
を年２回開催し、エポックなかはら大ホールにてアマチュアのバンド・ソロ・ダンス
グループによるライブ「インユニティ」を手作りで企画・運営する。

●中原区の人口は市内７区中最多であり、小杉駅周辺をはじめとした開発などにより、さら
   に人口が増加することが見込まれます。人口増加に対応する地域の安全・安心や福祉
   など行政サービスの充実を図ります。
●世帯構成における子育て世代の多さも区の特徴であり、多様化するニーズに対応できる
   よう子育て支援事業の充実を図ります。
●鉄道駅周辺の放置自転車対策、身近な環境問題の意識啓発に係る取組を推進していき
　 ます。
●小杉駅周辺再開発事業の進捗やＪＲ横須賀線・武蔵小杉新駅開業を捉えて地域交流や
   まちづくりを促進する事業を実施します。
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事　　　業　　　概　　　要

高津安全・安心まちづくり支援
事業

1,227

◎ 高津区医療機関マップ発行事
業

1,248

高津区こども総合支援事業

　 3,523
◎ 発達に心配のある小・中学生
への生活支援事業

　 1,000
◎ 発達などが気になる乳幼児の
相談･支援事業

　 774

「エコシティたかつ」推進事業

☆ 2,920
◎ 使用済みてんぷら油を活用し
た資源循環事業

500

「たちばな農のあるまちづくり」
推進事業

2,000
二ヶ領用水久地円筒分水周辺
環境整備事業

☆ 2,298
○ 大山街道周辺整備活性化事
業

☆ 10,000
高津区音楽のまち推進事業

4,488

高津区協働事業提案事業

3,947
地域コミュニティ施策推進事業

2,499
○ 高津区役所サービス向上事業

1,700
◎ 高津区区民ニーズ調査事業

2,106

水と緑の自然と二ヶ領用水の歴史・文化が調和した環境の保全及び魅力的な
景観の形成に向けて、円筒分水周辺の整備を行い、大山街道や多摩川、かす
み堤、緑地など周辺一帯を観光スポットとして活用を図る。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

「高津区役所サービス向上指針」に基づき、区役所全体に関わる改善を総合的
に実施し、区役所サービスの向上を図るため、庁内案内看板の改善、キッズ
コーナーの整備、接遇研修の実施などを行う。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

区民ニーズが高い区内医療機関の情報などを掲載した「高津区医療機関マッ
プ」を最新の情報に更新し、転入者や区内各施設に置いて区民に配布する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

大山街道及びその周辺の地域資源を活かし、魅力的な空間を創造するため、
「高津大山街道マスタープラン」に基づき、景観整備や歴史的な建築物などの
活用による賑わいの場づくりなど様々な事業を展開し、地域の活性化を図る。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

豊かな自然と歴史資産に恵まれ、都市農業が盛んに行われている橘地区の地
域資源を活かして、区民と協働で「たちばな農のあるまちづくり」推進方針に基
づき、事業及び情報発信を行う。

区で行う施策・事業全般について、区民のニーズを反映して効率的に運営する
ため、事業の認知度・必要性・今後実施して欲しい事業などについてアンケート
調査を行う。

音楽を通して、区民にゆとりと安らぎを提供するとともに、地域の音楽文化の振
興を図るため、洗足学園音楽大学など地域の関連団体と連携して、区内各所
で様々なコンサートを実施する。

区内の子ども・子育て支援を拡充するため、高津区子ども・子育てネットワーク
会議の運営、情報発信の充実等を図るとともに、「高津区子ども総合支援基本
方針実行計画」に基づき事業を展開する。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

持続可能な地域社会を形成するため、市民・事業者・行政などの多様な主体に
よる協働の取組を推進するとともに、区内の地域資源を活用しながら、「エコシ
ティたかつ」推進方針に基づき事業展開をする。
使用済み油の回収を行うにあたっての調査･研究として、回収した油から製造し
た軽油代替燃料の活用イベント、環境教育などの各種学習会を開催し、資源
循環のまちづくりを推進する。

教科ごとの学習支援、ゲームや遊び等を通じた体験学習、集団生活体験の場
としての宿泊体験学習などを通じて、発達に心配のある小中学生やその保護者
の支援を行う。
相談支援事業、自助グループづくり事業などを通じて、発達などが気になる乳
幼児とその保護者の支援を行う。

町内会活動の活性化によって、暮らしやすいコミュニティを形成するため、モデ
ル地区の町内会の抱える課題を把握し、課題解決に区民と行政とが協働で取
り組み、そのノウハウを他の町内会でも共有できるよう情報発信を行う。

市民活動団体等から募集した地域課題の解決につながる事業提案を、団体と
協働で実施する。また、実施した事業の中で事業効果が高く継続的に実施する
ことが望ましい事業については、団体と協議の上、区の事業として展開する。

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

犯罪を未然に防止し、区民主体により安全で安心なまちづくりを進めるため、区
民が組織する防犯パトロール隊にパトロール用品を貸与するなどして、地域の
防犯活動を支援する。

事　　　　　業　　　　　名

●マンション建設等による人口の急増は沈静化しつつありますが、今後しばらくは人口の増
   加が見込まれます。
●子育て世代の転入が多く、保育所の待機児童や慣れない生活環境での育児などの課題
   があります。
●さらに環境問題全般への区民の関心も高いことから、大山街道や二ヶ領用水久地円筒分
   水、橘地区の都市農業など地域資源を活かしたまちづくりを区民と行政とが協働して進め
　 ていきます。
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事　　　業　　　概　　　要

○ 子ども安全・安心見守り事業

1,122
◎ ねずみ、昆虫等駆除対策支援
事業

1,277
防災意識普及啓発事業

1,965
川崎の北の玄関口周辺再構築
事業

☆ 700

○ 高齢者健康づくり支援事業

676

○ 親と子の子育て応援セミナー
事業

498
◎ 子ども包括支援事業

　 3,130
◎ 親子ふれあい事業

111
シニアライフ支援事業

1,348

東名川崎IC周辺整備推進事
業

375

○ 地域の魅力発信事業

378
みやまえ太鼓ミーティング

1,677
◎ みやまえ映像コンクール支援
事業

700

○ 商店街と連携した地域コミュニ
ティ促進事業

☆ 1,761
まちづくり推進事業

4,819
○ 地域の課題解決に向けた事業
提案制度

1,000

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

登下校時に子どもを犯罪から守り、地域の安全を確保するために、宮前区子ど
も安全安心協議会の運営のほか、地域安全マップの作成、講演会の開催、情
報共有を図るための通信の発行などを行う。

川崎の「北の玄関口」である東名川崎インターチェンジ出口前の看板サインに
ついて、良好な景観形成を図り、市のイメージアップを図るため、看板デザイン
の作成等を行う。

事　　　　　業　　　　　名

大規模災害に備え区民の防災意識の向上を図るために、防災フェアの開催、
防災ニュースの発行、防災推進員の養成などを行う。

シニア世代の人生設計や生きがいづくりをサポートする相談窓口を開設すると
ともに、その活力を地域で活かすために、講演会や講座などを開催する。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

区のイメージアップにつなげるために、地元で立ち上げた団体と協働し、東名
川崎インターチェンジ周辺の花壇等を川崎の北の玄関口としてふさわしい景観
となるよう整備する。

親の育児力向上を支援し、仲間づくりや子育てグループの人材育成を図るた
め、子育てに関する知識と技術を持つ公立保育園の人材を活用し、セミナーを
開催する。
旧南野川小学校附属幼稚園建物を利用して、いじめ等による不登校の子ども
の居場所づくり、家庭相談員、子ども教育相談員による出張相談のほか、子育
てサロンの開催などの子どもに関わる支援を行う。
子どもとのより良い関係づくりのために、思春期の子をもつ親を対象に講演会を
開催するほか、地域で親子がふれあう機会を増やせるイベントを実施する。

感染症予防及び健康で快適な居住環境の確保を支援する観点から、区民が
ねずみ、不快害虫等の駆除、防除に心がけられるよう、リーフレットを作成し、知
識の普及、啓発、支援を行う。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

高齢者の健康増進、介護予防などのため、地域住民が主体となった体操グ
ループなどを支援するとともに、区内全域に活動が広がるよう体操マップを作成
する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

地域の課題を地域自ら解決していくことを目指し、区民会議から提案された課
題の解決等に取り組む団体等を適宜募集し、地域の課題解決に向けた事業を
行う。

地元に対する愛着の醸成や区への来訪者の増加を図り地域の活性化を図るた
め、地域を知ってもらうイベントの実施や地域情報の収集及び地域の魅力発信
を行う。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

商店街における地域のたまり場の創出と、商店街の魅力を広く周知するための
マップづくりを行う。

中学生が地域を知り、親しむ機会を確保しつつ、「映像のまち・かわさき」を推進
するため、市民活動団体が中学生を対象に実施している映像コンクールを支援
する。

地域の文化･伝統を再認識し、個性豊かで魅力ある文化の創造を目指して、区
内に数多く残る民族芸能や和太鼓の演奏を行う。

魅力あるまちづくりを推進するため、中間支援組織を目指してまちづくり協議会
と協働し、地域の市民活動団体への支援等に取り組む。

●宮前区は市内７区のうち、子どもの数が最も多く、人口に占める比率も高くなっています。一方、
　近年は高齢化が急速に進み、高齢化の伸び率も高く、誰もが住みやすく暮らしやすいまちづくり
　が求められています。
●区では「子どもの安全・安心な見守り」「子育て支援」「高齢者福祉の推進」「地域防災力の向上」
  「地域コミュニティの醸成」などの地域課題について重点的に取り組んでいます。
●課題解決に向けて区民や区民主体の「区民会議」「まちづくり協議会」などと協働して、快適で
  住みやすいまちづくりを目指します。
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事　　　業　　　概　　　要

安全・安心まちづくり推進事業

1,878
◎ 仮称多摩区安全・安心マップ
作成事業

1,470

　 パサージュ・たま事業

260

保育の寺子屋事業

　 2,900
子育て支援パスポート事業

　 670
○ こどもの外遊び事業

800
◎ 仮称多摩区こども支援基本方
針策定事業

3,200
多摩区・３大学連携事業

　 1,823

　 まちかどアメニティ・花事業

3,500

観光振興・タウンセールス推進
事業

4,915
観光振興・道路景観整備事業

☆ 35,000
◎ 郷土芸能推進事業

100
◎ 多摩川音頭誕生80周年事業

600

　 地域コミュニティの活性化促進
事業

1,609
磨けば光る多摩事業

2,308

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

多摩川音頭(北原白秋 作詞)の誕生80周年を記念し、第10回多摩川流域郷土
芸能フェスティバルや多摩区文化協会設立40周年記念行事等において、記念
展示等の事業を実施し、川崎の“ふるさと音頭”の普及に役立てる。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

町内会への未加入世帯の増加という課題の解決に役立てるため、地域メディア
への宣伝広告記事の掲載や町内会加入宣伝ポスターの作成により、町内会の
存在意義をアピールして加入促進につなげる。
多摩区における地域課題の解決や、安全で安心・潤いのある暮らしの実現に向
けて、区民が自主的、主体的に実施する公益性の高い活動提案を募集し、選
定されたものを区の事業として位置づけた上で、提案者に委託する。

多摩川流域に根付き、伝承されている郷土芸能を一同に集めた第10回多摩川
流域郷土芸能フェスティバルに参加し、観光･商業の振興を図る。

多摩区を豊かな自然や文化財と身近で触れ合える新しい観光エリアとして広報
宣伝し、観光客の誘致に努めるため、多摩区観光推進協議会と連携し、集客
力の向上、交流人口の増加につなげる取組を進める。
生田緑地や多摩川への回遊性の向上を図るための道路景観整備などを行う。
（市道小杉菅線ほか1路線600m）

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

道水路の余剰地を活用し、地域に根ざした植栽帯の整備を市民との協働により
実施する。整備後の植栽の管理は自治会の団体主導で行う。

区役所総合庁舎アトリウムを利用して、障害団体及び生活支援や就労支援を
行っている障害者施設や作業所等の活動紹介、普及啓発活動、作品の展示
販売、作業実演、相談等を行う。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

家庭で子育てをする保護者を支援するため、保育の寺子屋「親と子の育児園」
を月４回開講し、「子育ち・子育て」を支援するプログラムと場を提供し、子育て
力を養う機会とする。
商店街との協働により、割引などの特典が受けられる「子育て支援パスポート」
を発行し、子育て家庭の経済的負担の軽減を図るとともに、地元商店街への関
心と購買力を高め、商店街の振興を図る。

区と区内３大学で構成する「多摩区・３大学連携協議会」の運営により、大学と
地域の連携を図り、地域の課題解決に向けた取組を実施する。

家族や生活様式の変化に伴い、子どもを取り巻く環境も変化していることから、
運動場や公園等の広場、周辺にある自然環境の中で子どもの創造力を培う「こ
どもの外遊び」を実施する。
多摩区における子ども及び子育て家庭の実態調査とそのデータ分析を行い、
今後の地域全体での子育て支援事業や体制に反映させていくため、仮称多摩
区こども支援基本方針を策定する。

多摩区における防災防犯の様々な情報を区民に提供し、安全で快適に暮らす
まちづくり事業の推進に資するため、ガイドマップかわさき上に仮称多摩区安
全・安心マップを構築する。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

事　　　　　業　　　　　名

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                   （単位：千円）

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

安全・安心な地域生活環境整備に向け、市民・地域や警察等との協働による事
業の推進を行う。パトロール活動団体の支援、安全・安心まちづくりに関する地
域課題の研究及び連絡会議の開催等、関連事業の強化を図っていく。

●生田緑地や多摩川に代表される豊かな緑は、多摩区の大きな特長となっています。中でも
　 生田緑地では、平成23年度に藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムの開館や青少年科学館の改築
   オープンを予定しており、その魅力がますます向上していきます。
●この生田緑地を貴重な観光資源としても活用するため、登戸・向ヶ丘遊園駅及び宿河原駅
 　からの回遊性向上や観光振興・タウンセールスに取り組んでおり、地域全体の活性化へつ
 　なげていくことを目指します。

-110-



事　　　業　　　概　　　要

麻生区安全・安心まちづくり事
業

990

小地域のつながりネット支援事
業

1,416

○ 麻生区子育て支援・企画事業

　 4,733
○ こども関連大学連携事業

　 1,555

麻生区自然エネルギー活用促
進事業

582
麻生里地・里山保全推進事業

905
◎ エコのまち麻生調査事業

1,330

麻生音楽祭2009

3,025
しんゆり・芸術のまち推進事業

☆ 14,612
○ あさおコンサートネットワーク推
進事業

2,193
地域資源を活用したまちづくり
事業

900

あいさつが交し合える地域づく
り事業

2,240
麻生区市民活動支援施設活
用事業

☆ 8,301
◎ 町内会事業提案制度

1,000
◎ 麻生区地域功労賞

116

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

区内の音楽団体、小・中・高校などの音楽グループが、相互に交流を図りなが
ら芸術文化の向上を図るため、音楽祭を開催する。

「しんゆり・芸術のまちづくり」フォーラムの運営支援、新百合ヶ丘駅周辺地域の
魅力情報の収集発信やサイン整備により、「しんゆり・芸術のまち」の確立に取り
組む。

地域の発展や交流推進など、地域のために取り組んでいる個人又は団体を表
彰することで、地域活動への関心を深め、地域活動に参加するきっかけとする。

新たな都市型コミュニティの創造に向けて、町内会活動の活性化と町内会加入
促進策の一つとして、地域で活動する町内会等の自主的活動に対して、その
活動を支援する。

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

犯罪を防止し、区民・各種団体相互の連携強化を進め、安全で安心して生活
できるまちづくりを推進する。

地球温暖化防止活動の一つとして、環境にやさしい自然ｴﾈﾙｷﾞｰを広く区民に
普及啓発するためのｲﾍﾞﾝﾄ、講演会、施設見学会、広報誌の発行などの事業を
展開する。

区民会議の取組課題である地球温暖化防止に向けた取組の一環として、市
民・企業・行政の各取組の現状を把握するための基礎調査を実施する。

「麻生市民交流館やまゆり」を活用し、運営主体である市民組織と協働して市民
活動を支援する。

区内等の音楽家、音楽愛好家が主体的にコンサートを開催し、「音楽のまちあ
さお」「しんゆり・芸術のまち」を推進する。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

区のまちづくりを推進するため、地域の多様な団体等と連携し、各団体から地
域資源を活用した連携事業の企画提案を受け、当該事業を実施する。

区民会議の課題である「心が響きあう地域づくり」を推進するために、区内のコ
ミュニティづくりの成功事例を調査して事例集を作成し、それを活用することで
既存の活動の活性化や新たな活動につなげる。

麻生区に残る里地・里山の魅力を未来に繋ぐため、講座やフォーラムの開催、
広報誌の発行などの事業を展開する。

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

地域の保健・福祉の課題解決のため、小地域で主体的に取り組む保健・福祉
のつながりネットワークづくりを支援する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

事　　　　　業　　　　　名

子育て情報の発信や子育てサークルの支援を地域の人材を活用しながら推進
する。

子育てに関して大学が有する知的資源・人材等と連携し、子育て支援策の検
討及び展開を図る。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

●人口の増加が進み子どもの割合が高い「はるひ野」地区や、人口が減少し高齢者の割合が
　 高くなっている「白山」地区など、地区によって人口増減や構成比等が異なっており、それぞ
   れの特性を踏まえたまちづくりが求められています。
●農業振興地域をはじめとした市街化調整区域が多く、緑や自然の割合が高い地域でもあり、
   環境を守り自然と調和したまちづくりが求められています。
●新百合ヶ丘駅周辺地区には、芸術文化施設が集積しており、この地域特性を活かしたまちづ
   くりが求められています。
●これら区の現状と課題を踏まえ、様々な課題の解決に向けた事業の展開を図ります。

-111-


